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 研 究 課 題 
離散構造に関する問題に対するアルゴリズムやデータからの推定手法の開発及び情報教育教

材・評価方法・試験方法開発 

報  

告  

の  

概  

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

本研究では，(i) 離散構造に関する計算問題に対するアルゴリズム開発，(ii) データからの推

定らの推定手法の開発, (iii) 情報教育に関する教材開発・評価方法開発・試験方法開発を行っ

た。 
(i) 点群に関する計算問題の計算量解析やアルゴリズム開発を実施。 
(ii) コード作成の補助を目的に，LLM の事後学習方法を検証。 
(iii) プログラミングに関する経験と Computationl Thinking との関係を表す評価方法の

検討を実施。また，大学入学者選抜試験における教科「情報」に適した問題の開発，情報科

学コンテスト問題の解析などにも取り組んだ。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

(i) 点群の位置推定への LLM への活用に関する既存手法を追実験した。 
(ii) オープンソース LLM を対象に，PEFT の中でも特に LoRA を用いてソースコードに

より追加学習することで，コーディングベンチマークがどのように変化するか検証した。 
(iii) 2022 年度・2023 年度の 2 年間に実施された情報科学コンテストビーバーチャレンジ

の問題に対しての項目反応理論に基づく困難度と識別度や問題に付与されたカテゴリを用い

てタスクの質の分析，ならびに，申請者が属する他プロジェクトと連携して教科「情報」に

適した問題の開発などを実施した。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

(i) 既存手法を追実験により点群の位置推定への LLM への活用に関する新規手法の着想

を得たため，次年度に実装を行いたい。 
(ii) 追加学習の効果をある程度確認できたが，小規模なオープンソース LLM も性能向上

しているので，継続して学習データの工夫や他の追加学習手法を試すなどして検証を継続す

る。 
(iii) ビーバーチャレンジの問題分析についていは，識別度の高低が，問題文の明確さ，

解法の系統性，解法の明確性，規則の了解性，要素の複合性，インタラクティブ性，内容，

規模などと関連していることを確認した。 
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